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まえがき

快適な生活環境を創ることは亜常に我々の新しい課題である。

そうした専門領域の一つに「インテリアデザイン」は位置づけられるが亜それはまだ比較的

歴史の浅い分野といえる。アメリカの家庭で家事のひとつとして古くから行われてきた「イン

テリアデコレーション(室内装飾)」はヴィジュアルな造形面に重点が置かれ亜しかも住居に限

定されたものであった。

しかし亜建築やインテリアの生産・技術面の進歩とそれに伴う社会の要求によって亜インテ

リアデコレーションとは明らかに峻別された空間計画としての「インテリアデザイン」が建築

から分離してきた。それはプロダクトデザインなどとも深いつながりを持ちつつ亜対象とする

範囲も住居や乗物の内部空間から店舗亜オフィスへと拡大し亜広場やランドスケープなど外部

空間にまで及ぼうとしている。そして現在亜インテリアデザインは「環境デザイン」としてさ

らに発展の兆しをみせている。

こうした概念の広がりと社会的関心の高まりによって亜インテリア教育の需要は増大し亜そ

れを教える大学や短大亜専門学校などが急速に増加してきた。しかし亜この分野はまだ学問的

な体系化が遅れており亜適切な教科書も整備されずにいるのが実情である。したがって亜イン

テリア教育は建築教育の焼き直しであったり亜設計だけに終始したりしているのが現状と言え

よう。

本書は亜インテリアデザイナーやインテリア教育にたずさわる者の手によって亜これからの

インテリアデザイン教育を展望し亜その内容を体系的にまとめることを試みたものである。

インテリアデザインとは亜空間を内からとらえ亜しかもその中で生活する人間の側に立って

思考することが何よりも基本となる。それには亜人間の心理や行動亜あるいは人間的スケール

でとらえた空間や材料などのハード面についての知識亜すなわち「インテリア計画学」が必須

となる。さらに亜それを具体的な設計に応用し結実させるには亜個別のインテリア空間につい

ての計画技術を学んでおくことが不可欠となろう。

本書はそうしたことを念頭において亜Ⅰ インテリア計画学亜Ⅱ プライベートインテリアの

計画亜Ⅲ パブリックインテリアの計画の 3編で構成している。Ⅰを総論亜Ⅱを住空間の計画亜

Ⅲを公共空間の計画と考えてもらってもよい。特に設計教育との関係を重視して亜造形的発想

の根底となる計画の基礎的考え方に対しては亜できるだけヴィジュアルに理解できるように配

慮した。

通年の授業の場合にはⅠ〜Ⅲ編を通して亜半年の場合にはⅠ編を講義し亜あとのⅡ亜Ⅲ編は

講義の補助教材に利用していただければと考えている。

本書がまとまるまでには数年を要したが亜この編集企画にご賛同いただき亜共に模索しなが

らご執筆いただいた執筆者の方々に深謝するとともに亜併せてこのように完成をみたのもひと

えに彰国社の後藤武氏および平沢真理子氏のお力に負うところが大であったことを記して亜厚

くお礼を申し上げたい。

1993年 10 月 インテリアデザイン教科書研究会

編者 北浦かほる・加藤 力

改訂版の発行にあたって

1993 年に本教科書を作成して以来亜18 年ぶりの改訂である。これまでにも何度か改訂の話

はあったが亜その作業の大変さを考えると亜いつも辞退という結論になっていた。今回は採用

校調査にもとづいたという編集者の説得が効を奏したのか亜いつの間にか最小限の改訂をする

ことに決定していた。

改訂が不可欠だったのはハードにかかわる設備や技術亜設計事例などであった。地球的規模

から緑や自然エネルギーの活用を考えて亜室内環境を計画するという視点を加えたのが改訂の

大きなポイントである。インテリア全般の基本的な考え方については改訂する必要を感じなか

ったが亜家族や社会の変化に伴う生活の変化については視野に入れた。また亜教科書としての

継続性が保たれるように亜非改訂部分はレイアウトを変えないことを原則とした。オフィスや

ホテル亜レストラン亜店舗などのデザインにかかわるインテリア設計例については亜執筆者の

方々のお力で新しい事例を入れることができた。

改訂にあたって積極的にご執筆いただいた著者の方々に深謝するとともに亜彰国社の鷹村暢

子氏のご支援の賜物であることを記し亜心から厚くお礼を申しあげたい。

2011 年 2 月 編者 北浦かほる

3



4

執筆分担

北浦かほる Ⅰ.1,Ⅰ.2(2.8),Ⅰ.8,Ⅰ.9,Ⅰ.16

Ⅱ.3,Ⅱ.6,Ⅱ.9

吉 見 静 子 Ⅰ.2(2.1〜2.7),Ⅰ.3,Ⅰ.4

加 藤 力 Ⅰ.5,Ⅰ.6,Ⅰ.7

金子誠之助 Ⅰ.10

内 井 乃 生 Ⅰ.11

駒 田 哲 男 Ⅰ.12,Ⅰ.13

片山勢津子 Ⅰ.14

吉 田 倬 郎 Ⅰ.15

竹田喜美子 Ⅱ.1,Ⅱ.8

沢 田 知 子 Ⅱ.2

田 中 直 人 Ⅱ.4,Ⅲ.5

松原小夜子 Ⅱ.5,Ⅱ.7

萩原美智子 Ⅱ.6,Ⅱ.9

吉 村 英 祐 Ⅱ.10,Ⅲ.6,Ⅲ.7

田 辺 麗 子 Ⅲ.1

鈴 木 克 彦 Ⅲ.2

見 城 美 子 Ⅲ.3,Ⅲ.4

安 永 一 典 Ⅲ.8.1

越 生 信 義 Ⅲ.8.2

目 次

Ⅰ インテリア計画学㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀9

1 インテリアデザインとは ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀10

インテリアデザインの発生／日本でインテリアデザインが必要になった

理由

2 日本の住まいとインテリアの変遷㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀12

原始住居／寝殿造りと調度／書院造りと装置／数寄屋造り／庶民の住居

と収納具／西洋館とその影響／第二次世界大戦後の住宅／家族の多様化

とインテリアの技術

3 西洋のインテリアと家具様式の変遷㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀20

古代／中世／近世/19 世紀／近代

4 第二次世界大戦後のデザインの流れと日本の現代家具 ㌀㌀㌀26

5 人間工学の意味と人体寸法㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀28

人間工学とは／人体寸法／人体寸法と設計／姿勢亜作業域亜動作空間

6 家具・設備への人間工学の応用 ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀32

椅子亜ベッド／テーブル亜デスク亜カウンター／室内の高さ寸法

7 インテリアの安全性㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀36

安全とは／日常災害／非常災害

8 形・色・テクスチャーの心理㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀40

形と色の心理／テクスチャーの心理／人体感覚と内装材料

9 人間的尺度と空間の心理 ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀48

人間的尺度とモデュール／行動動作特性と対人距離／空間の心理

10 家 具 インテリアエレメントのデザイン(1)
㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀56

家具の種類／家具の構成／家具デザインの条件／家具のデザイン

11 テキスタイル インテリアエレメントのデザイン(2)
㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀60

壁装／ウィンドウトリートメント亜のれん／タペストリー／カーペット

／手づくりテキスタイル

12 照 明 インテリアエレメントのデザイン(3)
㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀64

13 グリーン亜アート インテリアエレメントのデザイン(4)
㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀66

グリーン／アート

14 材料と仕上げ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀68

木材／石材／タイル／金属／ガラス／プラスチック／エコマテリアル

5



15 インテリアの構法㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀76

床と階段／壁／天井／開口部

16 室内環境計画とその制御 ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀84

熱環境／空気環境と湿気／光環境と音環境／エコロジーな室内環境をめ

ざして

Ⅱ プライベートインテリアの計画㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀93

1 住空間計画㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀94

住まいの機能／集合住宅の計画

2 コミュニケーション空間 ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀98

LDK空間の成立/DK空間のインテリア／起居様式と和室・洋室/L空間

のインテリア／家事空間

3 子供の空間 プライベート空間(1)
㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀106

子供の成長を設計する／子供の空間概念の発達／子供のプライバシー意

識の発達／子供と家族／子供部屋の装備

4 高齢者の空間 プライベート空間(2)
㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀110

身体機能の衰えと行動圏の縮小／フレキシブルな将来対応を考慮した住

宅計画と各室の基本配慮事項

5 夫と妻の空間 プライベート空間(3)
㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀114

夫婦寝室と書斎／趣味の部屋

6 サニタリー空間㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀118

個人・健康空間としての便所／浴室を中心とした水まわり空間

7 収納方式と収納空間㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀122

住まい方と収納方式／品目別収納

8 アプローチ空間㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀126

9 地下空間の利用㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀128

10 ロフト空間の利用㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀130

Ⅲ パブリックインテリアの計画㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀133

1 オフィス空間㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀134

オフィス空間の構成／オフィスインテリアプランニング／オフィスの維

持・管理／オフィス空間のデザイン

2 ホテルの客室とロビー・ラウンジ空間㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀140

3 レストランおよび食事・喫茶空間㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀144

6

飲食サービス空間の種類と特色／飲食店舗の空間構成／厨房計画

4 物品販売のための店舗空間㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀148

購買空間の機能と役割／計画と動線／空間の演出

5 高齢者施設空間㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀152

高齢者用コミュニティ施設／高齢者用施設のデザイン

6 スポーツ・レジャー施設空間㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀156

インテリアの計画／フィットネスクラブ／クラブハウス

7 地下・アーバンインテリア㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀158

地下街／アトリウム

8 乗物内のインテリア㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀160

船舶／車両

注 164

参考文献 164

図版出典 166

7








